
Ⅰ．はじめに

　スギやヒノキの根元周りの土壌は周辺の土壌より酸性化が進ん

でおり，その主な原因は酸性度の高い樹幹流であると考えられて

いる（酒井，１９９７）。それらの樹幹流は，葉や枝に捕捉された乾

性降下物を洗い出すとともに，樹体からも成分を溶出しながら幹

を流下するが，降雨初期には樹体に捕捉された乾性降下物が雨水

により多量に洗い出され樹幹流に取り込まれる。一方，降雨後期

の樹幹流には付着している乾性降下物量が少なくなるため，乾性

降下物の影響がより小さくなると考えられる。そこで，乾性降下

物が樹幹流の化学性に及ぼす影響を解明することを目的に，簡易

分取装置により，樹幹流の初期とそれに続く樹幹流に分けて樹幹

流を採取し，それらの一般化学性を比較検討したので報告する。

Ⅱ．調査方法

１．試験地

　森林総合研究所九州支所構内の立田山実験林内の５０年生（２００３

年時点）コジイ林を試験地とした。標高は９０m，方位は南西向き

斜面，傾斜は１８°，土壌は弱乾性褐色森林土（Bc タイプ）であ

る。林分面積は０．４１ha，平均樹高は１７．５m，平均胸高直径は

２６．４cm，立木密度は１２００本／ ha である。

２．樹幹流の分取採水

　樹幹流を２分割して採水するため，雨水分岐のためのコネク

ターと空気抜きをつけた簡易分取装置を使用した（図－１）。地

上高約１．２mの幹に巻き付けた厚さ３ cmのウレタンラバー（上部

を幹側に斜めにカットし雨水を集めやすくした）に樹幹流を集め，

ホースを通してまず２０l容量タンクに導いた。さらに，２０l容量タ

ンクが満水になるとそれに連結した１２０l容量ポリペールに後続の

樹幹流を採水した。ここでは，２０l 容量タンクに採取された樹幹

流を初期樹幹流，１２０l容量ポリペールで採取された樹幹流を後期

樹幹流と呼ぶ。なお，この簡易分取装置で樹幹流の初期と後期の

分取がうまくいくことを，目視ではあるが，染色水を使った野外

実験で確認した。

　下記の分析項目が分析できる樹幹流サンプル量を確保すること

を目標に，降水量が最低１０mm前後から，１降雨イベント毎に採

水した。２００３年１月から同年１２月までの計５０降雨イベントの樹幹

流について解析した。対象木は２本（No.４と No.５）とし，それ

ぞれ胸高直径は２４．２cm，２２．７cmである。

２．一般成分分析

　採取した樹幹流は直ちに pHおよび EC（電気伝導度）を測定し，

メンブレンフィルター（孔径１．０μm）でろ過後，Ca2+，Mg2+は

原子吸光分析装置（日立 Z－６１００）で，それ以外のイオン（Cl－，

NO2－，NO3－，PO4－，SO42－，Na+，NH4+，K+）はイオンクロマト

グラフィ分析装置（DIONEX DX－５００&DAS－８０ タイプ）で測

定した。

Ⅲ．結果と考察

　降水量と樹幹流の全採取量との関係を図－２に示した。よい直

線関係を示しており，対象木や気象条件によって多少異なるが，

降水量が１５～２０mmで２０l 容量タンクが満水になった。今回５０採

水イベントのうち４３回で後期樹幹流が採水できた。

　図－３に，pH，EC，各成分濃度の初期樹幹流と後期樹幹流の
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図－１．樹幹流簡易分取装置



関係を示した。図中の直線は１：１の関係を示し，点が直線の右

下に位置すれば，初期樹幹流の値が高いことを表す。pH以外の

ECおよび各成分濃度は２，３のイベントを除いて，ほぼ直線の右

下に集まり，初期樹幹流は後期樹幹流より高い結果となった。こ

れは乾性降下物の雨水による洗い出し効果が降雨初期に顕著であ

ることを示している。

　次に，乾性降下物が樹幹流に与える影響を詳しく調べるために，

初期および後期樹幹流中の SO42－量と無降雨期間（前回降雨終了

時刻と降雨開始時刻の差）との関係を図－４に示した。今回，乾

性降下物の森林への沈着量が実測されていないが，無降雨期間が

長いほど葉や枝への沈着が多くなると見込まれるので，便宜上森

林への沈着量の指標として無降雨期間を扱うことにした。

　初期樹幹流中の SO42－量は無降雨期間が長いほど（ここでは

「乾性降下物の森林への沈着量が多いほど」と同義と考える）増

加する傾向を示した（図４－１）。なお，SO42－は樹体からの溶脱

が無視できる（高橋ら，１９９９）と仮定すると，初期樹幹流は乾性
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図－３．初期樹幹流と後期樹幹流との関係

図－２．降水量と樹幹流量との関係



降下物の影響を大きく受けているといえる。一方，後期樹幹流で

は SO42－量と無降雨期間との関係は不明確であった（図４－２）。

その原因は，降水量の多いイベントでは，乾性降下物がすべて洗

い出され，その後降雨成分に近い樹幹流（林外雨の SO42－濃度は

樹幹流に比べて約１／４）が後期樹幹流として採水されたため，

これらの濃度が低くなったものと乾性降下物を含む濃度の高い樹

幹流が混在しているためと考えられた。

　図－５に，樹幹流回収量と SO42－濃度との関係を示した。回収
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図－４．無降雨日数と樹幹流中の SO４２－量との関係

図－５．樹幹流量と SO４２－濃度との関係

図－６．主要イオンの組成割合



量が７０l以上（降水量換算で約５５mm以上，図－２参照）でSO42－

濃度が急激に減少することから，コジイ林に沈着した乾性降下物

量は，約５５mmの降雨があればすべてが洗い出されると推察され

た。

　降水は樹体に付着した乾性降下物や樹体からの各種溶脱成分を

取り込みながら，樹幹流になることから，林外雨と樹幹流の主要

なイオンの成分割合が変化するかどうかを見てみた（図－６）。

陰イオンは林外雨と樹幹流の成分比に大きな違いはなかったが，

陽イオンのうちK+は林外雨に比べて樹幹流中の成分割合が大き

い。これは，K+は樹体からの溶脱が多いことを示唆していた。
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